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第１　山岳遭難の発生状況

１　概況

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年比

61 57 57 51 74 66 65 72 57 62 80 +18

80 73 76 61 96 79 80 86 69 69 94 +25

10 3 3 7 6 7 6 13 7 6 11 +5

8 3 3 7 5 5 6 12 7 5 10 +5

2 0 0 0 1 2 0 1 0 1 1 ±0

21 28 19 23 31 36 30 28 22 31 31 ±0

49 42 54 31 59 36 44 45 40 32 52 +20

○　令和７年中の山岳遭難における主な特徴

・ 鈴鹿山脈 ～ ４５件（５６．３％）

・ 道 迷 い ～ ３７人（３９．４％）

○　死亡事案一覧

発生月 性別

1 １月 男

2 ２月 男

3 ４月 男

4 ８月 男

5 ９月 女

6 10月 男

7 10月 男

8 11月 男

9 11月 男

10 11月 男

○　行方不明者事案一覧

発生月 性別

1 ７月 男

山岳別 管轄警察署 年代 態様 住所 目的

竜ヶ岳 いなべ署 ６０代 不明 愛知県 登山

三重県 登山

登山

入道ヶ岳 鈴鹿署 ４０代 滑落 愛知県 登山

赤ゾレ山 松阪署 ５０代 疲労 三重県

登山臼杵山 亀山署 ７０代 滑落 三重県

天狗倉山 尾鷲署 ７０代 転落

住所 目的

伊賀市内の林道 伊賀署 ７０代 滑落 三重県 ハイキング

山岳別 管轄警察署 年代 態様

負 傷 者

無 事 救 出 者

発 生 件 数 （ 件 ）

遭 難 者 数 （ 人 ）

死 者 ・ 行 方 不 明 者

死 者

行 方 不 明 者

竜ヶ岳

御在所岳

御在所岳

津市内の山林

御在所岳

いなべ署

四西署

四西署

津南署

四西署 ５０代

６０代

６０代

６０代

６０代

滑落

転落

滑落

滑落

滑落 愛知県

愛知県

三重県

三重県

愛知県

登山

登山

登山

伐採作業

登山

令和7年80件
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S50 S55 S60 H元 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R7

発生件数の推移
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２　山域別

・ 鈴鹿山脈 ～ ４５件（５６．３％）

・ 中部の山など ～ 　９件（１１．３％）

・ 南部の山など ～ 　９件（１１．３％）

・ 台高山脈 ～ 　５件（　６．３％）

・ 養老山脈 ～ 　３件（　３．８％）

・ その他 ～ 　９件（１１．３％）

鈴鹿山脈 45件

（御在所岳 18件）

（竜ヶ岳 8件）

（入道ヶ岳 5件）

（藤原岳 3件）

（釈迦ヶ岳 2件）

（その他 9件)中部の山など 9件

（錫杖ヶ岳 3件）

（経ヶ峰 1件）

(局ヶ岳 1件）

（その他 4件）

南部の山など 9件
（姫越山 3件）

（天狗倉山 1件）

（八鬼山 1件）

（その他 4件）

台高山脈 5件

（大杉谷 4件）

（赤ゾレ山 1件）

養老山脈 3件

（多度山 3件）
その他 9件 (熊野古道3件、オハイ2件、その他4件)

発生件数 ８０件

鈴鹿山脈

４５件

中部の山

９件

南部の山

９件

鈴鹿山脈
藤原岳

３件

釈迦ヶ岳

２件

御在所岳

１８件

入道ヶ岳

５件

竜ヶ岳

８件

その他 ９件
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３　住居地別

・ 三重 ～ ３５人（３７．２％）

・ 愛知 ～ ３２人（３４．０％）

・ 大阪 ～ １０人（１０．６％）

・ 京都 ～ 　５人（　５．３％） 等

４　態様別

・ 道迷い ～ ３７人（３９．４％）

・ 滑  落 ～ ２５人（２６．６％）

・ ～ １５人（１６．０％）

・ ～ 　８人（　８．５％） 等

転　倒

疲　労

三重 35人

愛知 32人

大阪 10人
京都 5人

岐阜 4人

兵庫 3人

滋賀 1人

奈良 1人

岡山 1人 高知 1人 北海道 1人

山岳遭難者 ９４人

道迷い 37人

滑落 25人

転倒 15人

疲労 8人

転落 2人

不明 1人

その他 6人

山岳遭難者 ９４人
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５　登山・下山別

・ 下山中 ～ ６０人（６３．８％）

・ 登山中 ～ ３１人（３３．０％）

・ その他（不明や山林作業） ～ 　３人（　３．２％）

６　年齢層別

・ ７０歳代 ～ ２５人（２６．６％）

・ ５０歳・６０歳代 ～ 各

・ ２０歳・４０歳代 ～ 各 等１１人（１１．７％）

２０人（２１．３％）

下山中

60人

登山中

31人

その他（行方不明と山林作業）

3人

山岳遭難者 ９４人

0人

11人

4人

11人

20人 20人

25人

3人

0人
0人

5人

10人

15人

20人

25人

30人

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代

山岳遭難者 ９４人
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７　単独・複数別

・ 複数遭難人数 ～ ６１人（６４．９％）

・ 単独遭難人数 ～ ３３人（３５．１％）

１８．２％

複数登山による死亡率

６．６％

単独登山による死亡率

複数登山

61人

単独登山

33人

山岳遭難者 ９４人

死亡 4人

怪我無し

33人

怪我有り

24人

死亡 6人

怪我無し

19人

怪我有り

7人

行方不明 1人

負傷状況（単独登山33人）負傷状況（複数登山61人）
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８　登山届提出率

・ 未提出 ～ ６９人（７３．４％）

・ 提　出 ～ ２５人（２６．６％）

未提出

69人

提出

25人

山岳遭難者 ９４人
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９　発生月別

・ ２４件（３０．０％）

・ 春の行楽期（ ４月、 ５月） ２２件（２７．５％）

・ 夏の行楽期（ ７月、 ８月） 　７件（　８．８％） 等

10　発生時間帯別

・　入山時間が遅く、日没までに下山できず、またライトも所持していないため遭難した事例が発生しています。
・　登山を楽しむ時は、時間に余裕のある登山計画を立て、ライトや雨具などの必要な装備を準備してください。

秋の行楽期（10月、11月）

3件 3件

5件

14件

8件
7件

3件
4件

3件

8件

16件

6件

0件

2件

4件

6件

8件

10件

12件

14件

16件

18件

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

発生件数 ８０件

昼から夕方

（12時～18時）

48件

朝から昼

（6時～12時）

24件

夜間

（18時～24時）

5件

不明

3件

発生件数 ８０件
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第２　山岳遭難防止対策

広報啓発・安全指導活動・会議・訓練等（主なもの）

　お問合せ先

　三重県警察本部　地域部地域課

　電話番号　059－222－0110(代表)

各種媒体を活用した広報啓発

現地における安全指導

三重県山岳遭難防止対策連絡協議会

鈴鹿山系連絡協議会

各種訓練

各種研修

　 登山口における自治体や一般社団法人三重県山岳･スポー
ツクライミング連盟などと連携した登山者に対する安全登山指
導

　 ラジオ､ホームページ、X（旧ツイッター)､自治体広報誌、タウ
ン誌等を活用した山岳遭難防止の啓発

 ・ 遭難者の捜索や搬送訓練
 ・ 山岳装備品の取扱訓練
 ・ ロープレスキュー訓練

　 鈴鹿山系における山岳遭難を未然防止し､登山者の安全で
快適な登山活動を実現するため、三重県、愛知県、岐阜県、滋
賀県、大阪府（１府４県）の関係団体と協議

　 山岳遭難を未然防止し、登山者の安全で快適な登山活動を
実現するため、関係団体と協議

 ・ アウトドアファーストエイド講習会
 ・ ロープレスキューセミナー

項　　　　目 概　　　　要
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